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【
青
年
部
担
当
書
記
・
宮
内
竜

平
記
】
青
年
部
秋
の
拡
大
月
間
は

部
員
拡
大
目
標
2
3
2
人
に
対
し

2
9
4
人
で
達
成
。
ま
た
組
合
員

拡
大
は
86
人
、組
織
強
化
目
標（
新

た
な
参
加
）は
13
人
の
到
達
で
す
。

ご
奮
闘
い
た
だ
い
た
仲
間
の
み
な

さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

「
仲
間
を
す
く
う
」
秋
の
月
間

は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
利
用
し
た
部
会
・

決
起
集
会
で
意
思
統
一
を
行
な

い
、
相
談
活
動
と
拡
大
を
連
動
さ

せ
ま
し
た
。
支
部
で
は
電
話
か
け

に
よ
る
行
動
を
中
心
に
事
業
所
の

仲
間
へ
「
チ
ャ
レ
助
」
の
呼
び
か

け
、
支
部
・
分
会
・
青
年
部
Ｏ
Ｂ

と
の
組
織
的
な
活
動
の
推
進
、
ま

た
窓
口
で
の
対
話
を
逃
さ
ず
声
掛

け
を
す
す
め
ま
し
た
。

今
後
は
各
支
部
の
創
意
工
夫
の

経
験
に
学
び
な
が
ら
仲
間
と
つ
な

が
り
を
深
め
、
相
談
活
動
を
継
続

さ
せ
、
青
年
部
活
動
の
さ
ら
な
る

発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。

東
京
土
建
で
は
毎
年
都
議
会
議

員
の
皆
さ
ん
に
、
「
建
設
国
民
健

康
保
険
組
合
へ
の
東
京
都
補
助
金

に
つ
い
て
の
賛
同
署
名
」
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
賛
同
署
名
を
い

た
だ
い
た
議
員
は
以
下
の
皆
さ
ん

（
11
月
5
日
現
在
）で
す
。
今
後
も

引
き
続
き
要
請
を
す
す
め
ま
す
。

＊
都
＝
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
、
共
＝

共
産
、
公
＝
公
明
、
自
＝
自
民
、

立
＝
立
憲
民
主
、
無
＝
無
所
属

【
足
立
区
】
後
藤
奈
美
（
都
）
、

斉
藤
真
理
子
（
共
）
、
高
島
直
樹

（
自
）
、
薄
井
浩
一
（
公
）
、
馬

場
信
男（
都
）、
中
山
信
行（
公
）

【
荒
川
区
】
慶
野
信
一
（
公
）
、

滝
口
学
（
都
）

【
葛
飾
区
】
米
川
大
二
郎（
都
）、

野
上
純
子
（
公
）
、
和
泉
尚
美

（
共
）
、
舟
坂
誓
生
（
自
）

【
台
東
区
】
中

山
寛
進
（
都
）

【
墨
田
区
】成
清

梨
沙
子（
都
）、

加
藤
雅
之

（
公
）
、
川
松

真
一
朗
（
自
）

【
江
東
区
】
白
戸
太
朗
（
都
）
、

畔
上
三
和
子
（
共
）

【
江
戸
川
区
】
田
之
上
郁
子

（
都
）
、
上
野
和
彦
（
公
）
、
上

田
令
子
（
無
）
、
宇
田
川
聡
史

（
自
）
、
河
野
百
合
恵
（
共
）

【
板
橋
区
】
徳
留
道
信
（
共
）

【
北
区
】
大
松
成
（
公
）
、
曽
根

肇
（
共
）
、
山
田
加
奈
子
（
自
）

【
練
馬
区
】
村
松
一
希
（
都
）
、

尾
島
紘
平
（
都
）
、
小
林
健
二

（
公
）
、
戸
谷
英
津
子
（
共
）
、

柴
崎
幹
男（
自
）、
藤
井
智
教（
立
）

【
港
区
】
菅
野
弘
一
（
自
）

【
島
嶼
部
】
三
宅
正
彦
（
自
）

【
品
川
区
】
森
澤
恭
子
（
無
）
、

伊
藤
興
一（
公
）、
白
石
民
男（
共
）

【
目
黒
区
】
斉
藤
泰
宏
（
公
）

【
渋
谷
区
】
大
津
浩
子
（
都
）

【
世
田
谷
区
】福
島
理
恵
子（
都
）、

木
村
基
成
（
都
）
、
栗
林
の
り
子

（
公
）
、
里
吉
ゆ
み
（
共
）
、
三

宅
茂
樹
（
自
）
、
山
口
拓
（
立
）
、

小
松
大
祐（
自
）、
大
場
康
宣（
自
）

【
新
宿
区
】
森
口
つ
か
さ（
都
）、

大
山
と
も
子
（
共
）
、
古
城
将
夫

（
公
）
、
秋
田
一
郎
（
自
）

【
中
野
区
】
荒
木
千
陽
（
都
）
、

高
倉
良
生（
公
）、
西
沢
圭
太（
立
）

【
杉
並
区
】
鳥
居
宏

右
（
都
）
、
茜
ケ
久

保
嘉
代
子
（
都
）
原

田
暁
（
共
）
、
松
葉

多
美
子
（
公
）
、
早

坂
義
弘
（
自
）
、
小

宮
安
里
（
自
）

【
三
鷹
市
】
山
田
浩
史
（
都
）
、

中
村
洋
（
立
）

【
北
多
摩
第
3
】中
島
義
雄（
公
）、

尾
崎
大
介
（
都
）

【
青
梅
市
】
森
村
隆
行
（
都
）

【
西
多
摩
】
田
村
利
光
（
自
）

【
北
多
摩
第
2
】
山
内
玲
子（
無
）

【
府
中
市
】
小
山
有
彦
（
都
）

【
八
王
子
市
】
両
角
譲
（
都
）
、

清
水
秀
子（
共
）、
伊
藤
祥
広（
自
）

【
日
野
市
】
西
野
正
人
（
自
）

【
町
田
市
】
奥
沢
高
広
（
無
）
、

小
磯
善
彦
（
公
）
、
池
川
友
一

（
共
）
、
吉
原
修
（
自
）

【
小
平
市
】
高
橋
信
博
（
自
）

【
北
多
摩
第
4
】
細
谷
祥
子（
都
）

原
紀
子
（
共
）

【
西
東
京
市
】
桐
山
ひ
と
み（
都
）

【
北
多
摩
第
1
】関
野
杜
成（
都
）、

尾
崎
あ
や
子
（
共
）
《
敬
称
略
》

【
主
婦
の

会
担
当
書
記

・
早
川
智

記
】
主
婦
の

会
は
「
離
れ

て
い
て
も
心

は
ひ
と
つ

み
ん
な
の
笑

顔
を
と
り
も

ど
そ
う

コ

ロ
ナ
に
打
ち

勝
つ
主
婦
の

会
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、

4
1
5
人
の

会
員
拡
大
目
標
を
掲
げ
て
取
り
組

ん
だ
結
果
、
達
成
26
支
部
、
5
0

5
人
の
新
し
い
仲
間
を
迎
え
、
見

事
に
超
過
達
成
し
ま
し
た
。

今
年
の
秋
の
拡
大
月
間
を
語
る

う
え
で
、
「
コ
ロ
ナ
」
で
混
乱
を

極
め
た
春
の
拡
大
月
間
に
触
れ
な

い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
達
成

が
13
支
部
に
留
ま
っ
た
う
え
、
未

成
果
が
9
支
部
を
数
え
ま
し
た
。

秋
に
向
け
て
は
、
先
進
支
部
の
教

訓
の
共
有
、
方
針
の
徹
底
が
問
わ

れ
ま
し
た
。
8
月
27
日
に
1
0
2

人
で
活
動
者
会
議
を
、
9
月
28
日

に
は
51
人
で
中
間
決
起
集
会
を
、

い
ず
れ
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催
し

交
流
を
は
か
り
ま
し
た
。
会
員
拡

大
に
つ
い
て
は
そ
の
後
順
調
に
節

目
標
に
到
達
し
、
そ
の
状
況
を
推

進
ニ
ュ
ー
ス
で
配
信
し
、
未
成
果

支
部
の
克
服
と
過
半
数
支
部
の
達

成
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

す
べ
て
の
会
員
の
み
な
さ
ん
、

2
カ
月
間
の
ご
奮
闘
に
あ
ら
た
め

て
敬
意
を
表
し
ま
す
。
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

【
シ
ニ
ア
友
の
会
担
当
書
記
・

田
崎
遊
記
】
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

で
、
自
身
の
健
康
や
活
動
へ
の
不

安
を
感
じ
な
が
ら
も
多
く
の
仲
間

の
力
で
乗
り
越
え
た
秋
の
月
間
で

し
た
。
各
支
部
で
「
で
き
る
」
取

り
組
み
を
議
論
し
、
電
話
連
絡
を

中
心
に
会
員
拡
大
に
奮
闘
し
て
き

ま
し
た
。
拡
大
目
標
は
達
成
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
を
上
回

る
6
0
2
人
の
新
た
な
仲
間
を
迎

え
入
れ
、
大
き
な
到
達
を
築
き
ま

し
た
。
目
黒
・
墨
田
支
部
が
目
標

の
3
倍
、
板
橋
・
渋
谷
支
部
が
目

標
の
2
倍
の
超
過
達
成
を
し
た
ほ

か
、
20
支
部
が
達
成
し
ま
し
た
。

組
織
強
化
目
標
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
で
会
議
等
の

開
催
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
中
、
1

0
5
8
人
の
到
達
で
、
3
支
部
が

達
成
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
仲

間
を
一
人
に
し
な
い
、
仲
間
と
つ

な
が
り
た
い
と
い
う
思
い
に
応
え

る
た
め
、
各
支
部
で
感
染
防
止
対

策
に
配
慮
し
、
工
夫
し
て
の
取
り

組
み
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。「
フ
レ

イ
ル
予
防
」な
ど
コ
ロ
ナ
に
関
わ

る
健
康
教
室
を
は
じ
め
、交
流
会
、

輪
投
げ
、
公
園
等
の
散
策
な
ど
を

取
り
組
み
、
月
間
以
降
も
各
支
部

で
旅
行
や
学
習
交
流
会
な
ど
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

11
月
8
日
、
新
宿
駅
東
口
ア
ル

タ
前
で
、
東
京
の
労
働
組
合
の
青

年
部
を
中
心
と
し
て
青
年
大
宣
伝

行
動
（
東
京
ジ
ャ
ッ
ク
）
を
約
90

人
（
東
京
土
建
は
27
人
）
で
行
な

い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
東
京
春
闘
共
闘
会

議
作
製
の
「
知
っ
て
お
こ
う
！
働

く
あ
な
た
の
権
利
手
帳
」
を
は
さ

ん
だ
テ
ッ
シ
ュ
の
配
布
、
「
最
低

賃
金
1
5
0
0
円
に
上
げ
ろ
」
な

ど
と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲

げ
た
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
シ
ー
ル

ア
ン
ケ
ー
ト
、
各
団
体
で
取
り
組

む
署
名
、
街
頭
労
働
相
談
を
約
1

時
間
半
実
行
。
通
り
が
か
っ
た
若

者
の
中
に
は
、
「
時
給
1
5
0
0

円
は
い
い
よ
な
あ
」
な
ど
の
会
話

が
聞
か
れ
、
足
を
止
め
て
署
名
す

る
人
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

即
席
の
舞
台
で
は
、
各
団
体
の

青
年
等
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。
東
京

土
建
青
年
部
か
ら
は
新
島
秀
成
副

部
長
（
練
馬
）
が
「
建
設
労
働
者

は
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
。

中
長
期
的
な
財
政
面
で
の
支
援
が

必
要
で
す
。
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
健
康
で
文
化
的
な
生
活
の
で

き
る
賃
金
水
準
を
め
ざ
し
て
が
ん

ば
り
ま
す
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

【
本
部
・
渡
辺
基
記
】
11
月
6

日
、
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
に
お

い
て
、
「
東
京
土
建
ま
ち
の
救
助

隊
チ
ー
ム
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
」
全
体

会
が
18
支
部
24
人
の
参
加
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

午
前
は
講
演
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
防
災
減
災
活
動
」
を
永
野
海

弁
護
士
・
防
災
士
が
講
演
。
東
日

本
大
震
災
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

超
え
る
津
波
の
水
害
で
多
く
の
犠

牲
者
が
出
た
事
例
を
あ
げ
、
コ
ロ

ナ
禍
で
身
に
つ
け
る
べ
き
防
災
力

（
観
察
す
る
・
記
録
す
る
・
工
夫

・
検
討
・
行
動
す
る
）を
み
が
く
こ

と
の
必
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

午
後
は
ミ
ド
リ
安
全
（
株
）
に

よ
る
「
保
存
食
・
防
災
用
品
紹

介
」
、
栗
橋
専
従
常
任
中
執
よ
り

「
行
動
提
起
」
と
「
コ
ロ
ナ
禍
の

災
害
対
策
、
大
規
模
災
害
に
備
え

地
域
・
住
民
・
自
治
体
と
の
事
前

の
関
係
づ
く
り

地
域
建
設
従
事

者
、地
域
建
設
労
働
組
合
の
役
割
」

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。練
馬
、杉

並
支
部
か
ら
の
報
告
後
、
参
加
支

部
で
意
見
交
流
し
、支
部
作
成
の

災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
交
流
要
望
、

首
都
直
下
型
地
震
時
の
木
造
仮
設

住
宅
に
対
す
る
質
問
等
活
発
な
議

論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

求

人

青
年
部
、主
婦
の
会
、シ
ニ
ア
友
の
会
も
ガ
ン
バ
リ
ま
し
た

青
年
部
、主
婦
の
会
、シ
ニ
ア
友
の
会
も
ガ
ン
バ
リ
ま
し
た

青年が新宿大宣伝
一人で悩まず労働組合へ

発言する新島青年部副部長

事
業
所
の
仲
間
に
も
呼
び
か
け

青年部

離れていても心は一つ

新会員は505人

２
９
４
人
で
目
標
達
成

シニア友の会
目
黒
、墨
田
は
目
標
の
３
倍

「
で
き
る
」事
を
追
求

杉並支部青年部では新しい仲間を迎えるために
感染防止としてアクリル板パーテーションを作製

主
婦
の
会

ま
ち
の
救
助
隊
ナ
マ
ズ
全
体
会

コ
ロ
ナ
禍
の
防
災
を
学
ぶ

江戸川区選出の田之上郁子都議から賛同署名
を受け取る堀川昭義江戸川支部委員長

都
議
会
議
員
へ
の
賛
同
署
名

都
議
会
議
員
へ
の
賛
同
署
名

建
設
国
保
に
補
助
金
を


